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１．論文構成
　論文原稿は，タイトル部分，著者所属部分，キーワード部分と論文本体部分から構成されます．

(1) タイトル，著者所属，キーワード部分
　タイトル部分は，48文字×45行に設定して下さい．論文タイトル，著者名，キーワードは以下の通りに書いてください．

タイトル：ゴシック体，14 pt，センタリング

　（１行空け）

著者名：明朝体，12pt，センタリング

　（１行空け）

所属：明朝体，12 pt，センタリング
　（１行空け）

英文タイトル：Times New Roman，12pt，センタリング

　（１行空け）

英文著者名：Times New Roman，12pt，センタリング

　（１行空け）

英文所属：Times New Roman，12pt，センタリング
要旨（和文・英文）を書く場合は，ここに記入して下さい．
　罫線

日本語キーワード：明朝体12pt，数個程度，左詰め
英文キーワード：Times New Roman，12pt，左詰め

　罫線
　著者名と所属は，著者と所属とは肩付き数字で対応づけて下さい．
(2) 論文本体について

　論文本体部分は，24文字×45行×2段組みに設定して下さい．論文本体部分のフォントは明朝体10ptを用いて下さい．

(3) マージン

　全てのページのマージンは上下25mm，左右20 mmに設定してください．

(4) ヘッダー・フッダー

　提出後に事務局でヘッダー・フッダーを設定しますので，余白には何も入力しないで下さい．ページ番号も不要です．
[image: image1.emf]RI

センサー

線源部

RI

センサー

検出部

密度調整され

た下部板

間隙水圧測定孔

(スタンドパイプに接続)

密度調整された

上部板

 

写真-1　沈降堆積・自重圧密試験試験におけるRI密度検層

２．見出し

　見出しは，ゴシック体としてください．

　左揃え，中央揃えは，特に指定しません．
３．図表

(1) 図表の配置

　図表は，本文中の引用個所に近い位置に配置してください．

　図，表，写真はモノクロのほか，カラーでも掲載可とします．
４．数式・化学記号など

　執筆者の所属する学協会の慣例に準じて下さい．
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図-1　RIセンサーを用いた沈降堆積・自重圧密試験の概要
表-1　分級した試料の物性と試験の初期条件
	
	上部層
	中部層
	下部層

	土粒子密度，s (kN/m3)
	2.714
	2.708
	2.667

	液性限界，wL (%)
	95.5
	83.9
	75.9

	塑性指数，IP
	56.5
	48.7
	45.7

	初期含水比，w0 (%)
	1101.3
	1006.5
	740.7


【参考文献】　（例）
1) Umezaki, T., Kawamura, T. and Yoshimura, M.: Evaluation of sedimentation and consolidation properties using RI-density log for dredging and reclamation, Proc. of IW-SHIGA2005, pp. 101-106, 2005.

2) 梅崎健夫，河村　隆，吉村　貢：RI密度検層による底質環境および埋立処分場の圧密特性の評価，土と基礎，Vol.54，No.5，2006（投稿中）．

3) Shibata, T., Mimura, M. and Shrivastava, A.K.: Use of RI-cone penetrometer in foundation engineering, Proc. of 13th ICSMFE, Vol.1, pp.147-150, 1994. 
4) ASTM: D 2573-01. Standard Test Method for Field Vane Shear Test in cohesive Soil, American Society for Testing and Materials, 2001.　　




















































































































































